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再
生
紙
と
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

点
字
版
や
録
音
テ
ー
プ・C
D
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発
行
し
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ま
す
。問
い
合
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は
総
務
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課
へ
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航空機の騒音測定結果（10月分） （Lden）

※外国人住民を含む。
※（　　）内は前年同月との比較。
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人
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九
州
で
の
戦
い

　
小
早
川
隆
景
が
伊
予（
現
在
の
愛

媛
県
）を
治
め
て
い
た
頃
、
九
州
地

方
で
は
、
薩
摩
を
拠
点
と
す
る
島
津

義
久
が
勢
力
を
伸
ば
し
、
豊ぶ
ん
ご後
や
肥

前
へ
進
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
豊
臣
秀
吉
は
、
こ
れ
ら
の
国
の
領

主
を
助
け
る
た
め
、
九
州
に
出
兵
す

る
こ
と
を
決
め
、
天
正
14（
１
５
８

６
）年
4
月
、
隆
景
ら
毛
利
軍
に
出

陣
を
命
じ
ま
し
た
。

　
毛
利
軍
は
同
年
10
月
、
小
倉
城
を

占
領
し
、
筑
前
に
進
出
。
島
津
氏
に

付
い
て
い
た
高
橋
氏
の
居
城・
香か
わ
ら春

山や
ま
城
を
攻
め
落
と
し
ま
し
た
。
こ
の

途
中
、
隆
景
の
兄・
吉
川
元
春
が
小

倉
城
で
病
死
し
ま
し
た
。

　
秀
吉
自
身
は
天
正
15（
１
５
８
７
）

年
3
月
に
居
城
の
大
坂
城
を
出
発

し
、
九
州
に
向
か
い
ま
し
た
。
秀
吉

軍
は
肥
後
、
毛
利
軍
は
日
向
か
ら
薩

摩
に
入
る
と
、
島
津
軍
は
力
尽
き
、

同
年
5
月
に
降
伏
し
ま
し
た
。

　
隆
景
を
高
く
評
価
し
て
い
た
秀
吉

は
、
こ
の
戦
い
の
当
初
か
ら
隆
景
を

筑
前
に
置
く
こ
と
を
思
い
描
い
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
隆
景
に
九
州
の
諸

大
名
の
統
制
の
役
割
を
与
え
る
こ

と
、
も
う
１
つ
は
朝
鮮
出
兵
へ
の
準

備
を
さ
せ
る
た
め
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
思
惑
を
持
っ
て
い
た

秀
吉
は
、こ
の
戦
い
の
功
績
と
称
し
、

隆
景
に
筑
前・筑
後・肥
前
１
郡
半
と

い
う
、
九
州
で
最
も
重
要
な
地
域
を

与
え
、
在
国
を
命
じ
て
い
ま
す
。

　
天
正
19（
１
５
９
１
）年
3
月
付

け
で
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
る
と
、
こ

れ
ら
の
領
土
は
３
７
７
，
３
０
０
石

に
も
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　  

名
島
城

　
隆
景
は
、
最
初
、
筑
前
で
の
本
拠

を
立
花
城
と
い
う
山
城
に
置
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
山
が
険

し
い
上
に
水
が
乏
し
く
、
交
通
の
便

も
悪
か
っ
た
た
め
、
天
正
16（
１
５

８
８
）年
、
名
島
に
移
り
、
新
し
く

城
を
築
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
取
り
壊
さ
れ
て
、
そ
の
姿

を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
名

島
城
の
大
き
さ
は
東
西
８
４
０
メ
ー

ト
ル
、
南
北
は
２
８
０
〜
４
０
０

メ
ー
ト
ル
。
そ
の
中
に
本
丸
や
二
の

丸
な
ど
が
備
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
隆
景
が
永
禄
10（
１
５
６
７
）年

に
築
い
た
三
原
城
と
同
じ
よ
う
に
海

に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
隆
景
は
筑
前
に
い
る
間
、
筥は
こ
ざ
き
ぐ
う

崎
宮

の
楼
門
の
建
立
、
香か
し
い
ぐ
う

椎
宮
の
社
殿
や

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
宗む
な
か
た像

大た
い
社し
ゃ
の
再
建
な
ど
、
多
く
の
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

　
中
で
も
天
正
19（
１
５
９
１
）年
に

再
建
し
た
太
宰
府
天
満
宮
の
本
殿

は
、
桃
山
時
代
の
華
麗
で
豪
放
な
建

築
様
式
の
特
徴
が
よ
く
出
て
お
り
、

国
の
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

参
考
文
献

　
『
三
原
市
史　
第一巻　
通
史
編一』

　
昭
和
52
年

　
三
原
市
役
所　
編
集
兼
発
行

問
文
化
課

　
☎
0
8
4
8・64・9
2
3
4

32平成29年12月号 広報みはら

あ・と・が・き

三原市の人口（10月31日現在） 決
定
。
映
画「
や
っ

さ
だ
る
マ
ン
」

の
先
行
上
映
会
が
来
年
２
月
12
日
に

ポ
ポ
ロ
で
行
わ
れ
ま
す
。
や
っ
さ
だ

る
マ
ン
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
市
職

員
が
奮
闘
す
る
物
語
。
オ
ー
ル
三
原

ロ
ケ
で
、
市
民
エ
キ
ス
ト
ラ
延
べ
約

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
▼
や
っ

さ
だ
る
マ
ン
に
よ
る
と「
こ
の
映
画
は

三
原
映
画
を
つ
く
る
会
の
皆
さ
ん
な

ど
、
多
く
の
人
の
力
で
三
原
の
魅
力

が
あ
ふ
れ
出
す
作
品
に
仕
上
が
っ
て

お
る
ぞ
」と
の
こ
と
で
す
。こ
の
映
画

が
大
ヒ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
、
ま
ず
は

先
行
上
映
会
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
▼

広
報
み
は
ら
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

も
映
画
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
き
ま

す
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ

い（
H
）

問問い合わせ先

▶  名島城跡

▶ 太宰府天満宮

税などの納期（普通徴収）
○固定資産税・都市計画税（第３期）
○国民健康保険税（第６期）
○介護保険料（第６期）
○後期高齢者医療保険料（第６期）
納期限　12月25日（月）まで
夜 間収納窓口（19時まで）
　木曜日

豊前

豊後

筑前

小倉城●

名島城●

筑後

肥後

肥前

薩摩
大隅

日向

　
三
原
城
を
築
き
、現
在
の
三
原
市
の
礎
を
築
い
た
小
早
川
隆
景
。
広
報
み
は
ら

最
終
ペ
ー
ジ
で
は「
小
早
川
隆
景
も
の
が
た
り
」を
連
載
し
、み
な
さ
ん
と
一
緒
に

隆
景
の
生
涯
を
た
ど
り
ま
す
。

43,894
95,843
45,902
49,941

（－290）
（－1,311）
（－655）
（－656）

▶正広局（本郷町善入寺正広）＝48.9
▶本郷局（本郷町船木川西上）＝53.7

人口移動の詳細については
  広島県  人口移動  月報　で
　　　　　　　　　　検索

も
の
が
た
り 

⑨


